
江戸川区立平井南小学校　　道徳教育全体計画

特別活動

学校の道徳教育の重点目標
「人としてどうあるべきか、自分はどう生きていくべきか」ということを自分自身で考え、実際に行動していけるよ
うにすることを目標に、道徳の教科書に沿って、考え、議論する道徳の授業づくりに努める。

各教科

各学年の指導の重点

特別の教科　道徳

令和８年度

【法的根拠】
日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領

学校の教育目標
　　体をきたえ、心をひらいて
　　　　みずから学ぶ子
　　　　なかよく助け合う子
　　　　みらいへたくましく進む子

【地域の実情】
【学校の実情】
【子供の実態】
【教師の願い】
【保護者の願い】

国語 相手の立場や心情を
理解する力を育てるとともに、
物語を通して豊かな心情を育

社会 国や国民生活を知るこ
とを通して、社会や国家を愛す
る心を育てる。

体育 自ら健康を高める努力

をするとともに、協力や公正及

び不撓不屈の態度を育てる。

音楽 音楽の美しさを感じると
ともに合唱や合奏を通して協力
し実践する力を育てる。

生活 具体的な活動や体験を
通して自立への基礎を養い主
体性のある態度を育てる。

算数 数学的な考え方を日常

生活に生かし、よく考え合理的

な生活を営む態度を育てる。

理科 自然や宇宙の偉大さに

感動するとともに、生命を尊び

大切にする心情を育てる。

家庭 家庭生活への理解を通

して、家庭及び家族を愛する心

を育てる。

図画工作 自然や造形作品

の美しさを感じるとともに、工夫

して創造する態度を育てる。

第１学年及び２学年
自分でやらなければならない勉
強や仕事はしっかりと行う。

第５学年及び６学年
身近な集団に進んで参加し、自
分の役割を自覚し責任を果たす。

第３学年及び４学年
自分でできることは自分でやり、
節度のある生活をする。
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総合的な学習の時間

外国語活動・外国語科

読書科 主体的に学ぶ力を育
むとともに、読書を通して豊か
な心情を育てる。

各学年の重点内容項目

１年 先生を敬愛し、学校の人々に親しん
で、学級や学校の生活を楽しくする。

２年 身近な自然に親しみ、動植物に優

しい心で接する。

３年 自然のすばらしさや不思議さを感じ
取り、自然や動植物を大切にする。

４年 我が国や郷土の伝統と文化を大切
にし、国や郷土を愛する心をもつ。

５年 時と場をわきまえて、礼儀正しく真心
をもって接する。

６年 他国の人々や文化について理解し、

日本人としての自覚をもって国際親善に努

外国語を通じて、言語や文化に

ついての理解を十分に深め、日

本人としての自覚をもって、世

界の人々との親善に努める道

徳的判断力、心情、実践意欲と

態度を養う。

横断的、総合的な学習や探究

的な学習を通して、多様な道徳

的価値を含んだ現代社会の課

題などに取り組むこと中で、自

己の生き方を考える場を設定

する。

学級活動 基本的な行動様式や
道徳的判断力、態度の定着を図る。

学校行事 行事への参加を通し
て集団の一員としての自覚を深め、
協力、責任、勤労等の体得を図る。

クラブ活動 他学年と力を合わせ、

共通の興味関心を進んで追求す

る

児童会活動 児童の自主的な実
践活動を通してより道徳的な行動
の促進を図る。

指導方針

○日常生活における基本的生活習慣

○望ましい人間関係の育成

○豊かな体験を通して内面に根ざした

道徳性の育成

指導の工夫
○全教育活動を通して、教師と児童・児童相互

の人間関係を深めるための活動を推進する。

○道徳科においては、年間指導計画に基づく指

導の充実・授業評価の徹底・特性を生かした授

業の充実を推進する。

○道徳の授業公開や道徳授業地区公開講座を

充実させ、家庭や地域社会との連携を図る。

生活指導
日常の生活を通して望ましい
生 活習慣を身につけた児童
の育成 を図る。

環境整備

校庭・屋上・教室などの環境

を整備し、豊かな心を育て、道

徳的実践意欲の向上を図る。

家庭・地域との連携
休日の過ごし方を家庭や地
域社会の連携のもとに確立さ
せ、児童の健全育成を図る。

推進体制
全校的な指導体制を確立し
て個別指導の徹底と、いじめ
や不登校の防止を図る。


